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イチゴ新品種「栃の峰」について

植木正明・長 修・川里宏＊・赤木博・高野邦治

1　緒　言

　栃木県のイチゴ生産は1992年の統計では栽培

面積が560ha，生産量が約2万tであり，名実

ともに全国一の産地を形成している．

　本県のイチゴ栽培は1985年に育成した女峰1）

の普及によって急速に促成栽培への転換がはか

られ，1989年には普及および作付け率はともに

ほぼ100％に達した．また関東東海地区を中心

として普及し全国の約50％を占めるに至り，九

州地区を中心に広く普及したとよのか2）ととも

に2大品種に発展した．

　全国的に普及した女峰も，栽培され始めてか

らすでに10年が経過している．この間，花成促

進処理法や品質向上技術等の確立によって，今

日みるような促成栽培の定着と生産性の向上が

図られてきたところであるが，女峰にも栽培上

問題がない訳ではない．とよのかに比べて酸味

があり，特に栽培後期に酸味が強くなりやすく

1），しかも果実が小玉化するなど，栽培後期に

おける品質低下が課題の1つとなっている．現

在までこれらの間題解決のため栽培面からの検

討が行われてきたが，品種の特性に由来するも

のでもあり十分な解決には至っていない．

　このような中で，品質低下が起こる2月下旬

頃から大果で食味の良い果実を生産できる半促

成栽培への関心も高まりつつあり，半促成栽培

に適した新品種の開発が望まれるようになって

きた．一方，イチゴに対する市場や消費者二一

ズも大きく変化し，最近では甘くて，酸味の少

ない大果系品種が要望され始めている．

　　＊現タキイ

　このような情勢を見越して，1984年から本県

に適した半促成栽培用品種の育成を開始し，こ

の度目標にかなった栃の峰が育成され，女峰が

小玉化等によって品質低下を生じる栽培後半を

補完する品種として，県内での位置づけがなさ

れた．1993年3月に種苗法による登録も完了し

たので，育成経過と特性を報告する．

Ⅱ　　育成経過

　1．育成経過

　1984年の2月に交配した女峰，麗紅，系511

などの半促成用の7組み合わせから，2，524株

の実生を得た．1985年から1986年の2か年間半

促成栽培で選抜を繰り返した結果，系511×女

峰（312株）から1系統，系511×麗紅（188株）

の組み合わせから2系統を選抜し，さらに1987

年に半促成栽培で選抜をすすめ，系511×女峰

の組み合わせの中から，大果で食味の優れた59

H－4－72の1系統を選抜した．1988年～1989年の

2か年間特性検定を行い，大果で食味が良く収

量が安定していることが認められた．

　1990年に栃木11号の系統名で現地試験を実施

し，同時に1990年の8月に栃木11号で品種登録

を出願した．1992年に栃の峰と命名され，1993

年3月に品種登録された（登録第3452号）．

　栃の峰の名は，栃木県のイメージを出した品

種名にすること，そして女峰が片親であること

から，それぞれ「栃」と「峰」の一字をいただ

いて命名された．

　2．交配親の特性

　　1）系511

　1980年のFlorida69－266×麗紅の組み合わ
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せから選抜された当場育成の中間母本である．

　休眠が深く，完全打破されても草丈は低い．

花数は少なく，果実は大果で硬い．

　母本となったFlorida69一∠66は，当場所有

の育種素材の中では極めて大果な特長を持つ．

　2）女峰
　1979年の系210×麗紅の組み合わせから選抜

された当場育成の品種で，1985年に品種登録さ

れた．

　早生で休眠が浅く，多収性である．果実は中

果であるが，糖度，酸度ともに高く食味が良い．

果実は硬く，日持ちに優れる．

次
蝉

年
9
8
　
1 系　511　×　女　　峰

皿　特性の概要

　ロロのじコリロロロロ　リロリ　ロメロコロリ　りリコロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：F1。rida69－266×麗紅1
L”…………一…一一1一一』

1985年

千葉農試
育成1976

　1．形態的特性

　草姿はやや立性で，草丈は育苗中では麗紅，

女峰と同程度に高い．半促成栽培期間中の草丈

も高いが，促成栽培では草丈は低い．草勢は育

苗期，栽培期を通じて極めて旺盛である．分け

つ性は中程度で，分けつ芽は比較的大きい．葉

の大きさは麗紅，女峰と同程度に大きく，葉の

厚さも厚い．頂葉の葉形比（縦／横）はL2～1．3

で麗紅，女峰よりも丸く，葉縁の欠刻は中間的

な鋸歯状を示す．葉色は緑色で麗紅，女峰より

も淡いが，光沢は優れる．

　花房はbasal　brunch（女峰はhigh　brmch）

であり，花房の長さは女峰よりも短い．花の大

きさは並であるが，ガク片は大きい．

　2．生態的特性

　ランナーの発生は女峰と同程度に多く発生す

る．

　花芽分化期は10月上旬であり，女峰に比べて

約7日遅い（第1表）．

　半促成栽培での頂花房の開花始期は女峰より

遅いが麗紅よりやや早く，成熟日数は約45日で

女峰，麗紅より短い．また促成栽培での開花始

（半促成栽培で312個体を選抜）期も女峰より遅く，この場合成熟日数は女峰よ

　　　1

59H－4－72

りやや長い．

　休眠は麗紅，女峰よりも深く，ダナーよりも

浅い，保温開始時期別の葉柄長の伸長は，5℃

以下の低温遭遇時間が300時間前後より旺盛に

なる．（第2図）

1990年 栃木11号 第1表　花芽分化状況

品種　ポット育苗　平地育苗

1992年 栃　の　雌
栃の瞭　9月25日
女　　峰　9月17日

10月7日
9月31日

第1図　栃の峰の育成経過
（1990年）
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　3．花房及び果実の特性

花房は半促成栽培では比較的よく伸長するが，

促成栽培ではやや短い．着花数は頂花房10～12

花，第1次腋花房は1花房当たり8～10花であ

る．

果形は長円錐形でそろいは良いが，くさび状

になることもある．果の条溝は比較的少ないが

大果のものにでる場合があり，また先青果が発

生することが多い．

　果実の大きさは頂花房第1花で60g前後，可

販果（6g以上）の平均で18g以上となり，麗

紅（13～15g），女峰（12～14g）より大きい．

　果色は濃紅色で光沢が強く，果底部の着色も

良い．果肉部は紅赤色であり，大果でありなが

ら空洞はほとんどない．

第2表果実硬度

種品 果皮 果肉
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第3表食品成分

項 目 栃の晦　　女　瞳　　とよのか

Brix％
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　　　　　　　　　　　　　　　　糖ショ糖％
果実の硬度につレニては果皮は麗紅より硬く女騒ドウ婚

峰と同程度であるが，大果なものは自重により　　　　計
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果皮がやや傷みやすい傾向がある．しかし，果

肉は麗紅，女峰よりも極めて硬い（第2表）．

　アントシアン含有量は女峰より多い．

糖度（Brix）は9～11度で極めて高く，糖組
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保温開始後の日数

第2図　保温開始時期が葉柄長の伸長に及ぼす影響（1989～90年）
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第4表　栃の峰の特性

一一冒一一一一　，一

一重 要 な 形 質 形質に 重要な形質 形質に

係る特性 係る特性

随物体 ネックの有無 無
草姿 やや立性 果実のみぞ かなり少
草勢 強 果実の硬さ 硬
草丈
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き方

るがくの大きさ

ネックの有1

果実のみぞ
果実の硬さ
果皮色

へた下の着
果の光沢
無種子帯
そう果の落

そう果の数

　そう果のア
ヘた離れ性
　がく片のつ

　果形に対す
生態的形質
　花芽分化期
　開花始期
花（果）房

　開花位置

繭　成熟日数
　季性
　耐暑性
　耐低温性
　耐干性
　休眠性
病害抵抗性
　うどんこ病
　灰色かび病
　萎黄病抵抗
　萎ちよう病
　根腐病抵抗

　炭そ病抵抗
　輪斑病抵抗
虫害抵抗性

　芽線虫抵抗
その他形質
　可溶性固形

醸　果実の香り
　輸送性
　日持ち

化期　　　　　　　　中
期　　　　　　　　　中
）房当たり花（果）数少
置　　　　　　　　　叢生葉と同水準
　　　　　　　　　　中
数　　　　　　　　　中
　　　　　　　　　　一季成り
　　　　　　　　　　やや高
性　　　　　　　　　やや高
　　　　　　　　　　中
、　　　　　　　　　やや短
性
・こ病抵抗性　　　　　高
び病抵抗性　　　　　　中
猶抗性　　　　　　　　中

う病抵抗性　　　　　中
臓抗性　　　　　　　中
脂抗性　　　　　　　中
臓抗性　　　　　　　中
牲
1抵抗性　　　　　　　中

贋
1固形物含量　　　　　　かなり高

　　　　　　　　　　　中
盾り　　　　　　　　多
1　　　　　　　　　中
，　　　　　　　　　やや長

　分けつ性　　　　　　　　’中
葉

　葉色　　　　　　　　　　やや緑色
　葉の形状　　　　　　　　　平面
　葉の厚さ　　　　　　　　　厚
　小葉数　　　　　　　　　　3枚
　小葉の大きさ　　　　　　かなり大
　鋸歯状　　　　　　　　　　中間
　葉数　　　　　　　　　　　中
　葉柄長　　　　　　　　　　やや長
　葉柄の太さ　　　　　　　　太
　葉柄中のアントシアニン着色　無
ランナー

　ランナー数　　　　　　　　やや多
　ランナーの着色　　　　　　　かなり淡赤色

　ランナーの太さ太
　ランナーの発根の早晩　　　　中
花

中

5～8枚
5～6枚
中

白
中
やや大
やや長
太

中

濃紅

紅赤

かなり小

かなり大

長円錐
双頭状

やや少

花の大きさ

花べん数（第1花）

花べん数（第2花以降）

　花べんの大きさ

花べん色

　花べん離脱の難易

　やくの大きさ
花柄長
花柄の太さ

花柄切断の難易
果実

　果肉色

　果心の色
　果実の空洞
　果実の大きさ
　果形（第2果以降）

　乱形果の形

　第1果と第2果の果形の差
　　（果実粒のそろい）
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成では果糖の含量が極めて高い．酸はO．8％前

後で女峰よりも低く，糖酸比（糖度／酸度）は

女峰，とよのかよりも高い（第3表）ことから

甘味が極めて強く，食味は極めて良い．香気も

強く優れる．

　4．病害虫に対する抵抗性

　うどんこ病に対しては麗紅，女峰よりも強い．

炭そ病，萎黄病は女峰と同程度に発生し，その

他の病害については抵抗性はないものと思われ

る．

　ハダニ類，アブラムシ類は女峰と同様に発生

する．

　　】V　既成品種との比較試験

　1．半促成栽培での比較試験

　1）試験方法
　1989年8月に採苗して地床で育苗し，10月16

日に定植した．保温は栃の峰，麗紅，女峰が12

月15日　（5℃以下の低温遭遇時間で312時間），

ダナーが1月6日（同615時間）に行い，夜温は

7～8℃になるように加温した．うね幅110cm，

株問21cmの2条高うねで栽培し，1区10株2区

制で5月20日まで6g未満を屑果として収量調

査を行った．果実の品質は3月～5月まで計6

回調査を行った．

　供試品種は上記の4品種である．

　2）　結果及び考察

　頂花房の開花始期はダナーより7日，麗紅よ

り3日早く，女峰よりは14日遅かったが，収穫

始期では女峰と同時期となり，成熟日数はいず

れの品種よりも短かった（第5表）．収量はダ

ナー，女峰よりも多く，麗紅と同程度に多収で

あった．可販果の平均果重は18．6gで供試品種

中最も重かった．

　果実の糖度（Brix）は麗紅と同程度で女峰よ

りも高かった．酸度は麗紅よりも低く女峰と同

程度であった．

　以上のように栃の峰は半促成栽培では麗紅と

同程度に多収であり，極めて大果であるうえに

果実品質が優れることが特徴と考えられた．

　2．促成栽培での比較試験

　　1）試験方法

　1990年に栃の峰と女峰を供試し，平地育苗の

促成作型で比較を行った．採苗は7月20日に行

い，定植は9月25日に行った．うね幅110cm，

株間21cmの2条高うねで栽培し，保温は10月18

日に開始し夜温は7～8℃以上になるよう加温

・した．1区10株2区制で4月30日まで6g未満

を屑果として収量調査を行った．

　　2）　結果及び考察

　頂花房の開花始期は11月24日で女峰より11日

遅かった．収穫始期は女峰より17日遅く，年明

けの1月7日となり，成熟日数は女峰よりもや

や長く要した（第6表）．一方第1次腋花房の

収穫始期は3月8日で，女峰より39日遅れた．

　収量は初期収量が女峰よりも少ないものの，

第5表　半促成栽培での開花，収穫始期及び収量

品　種　　開花始期　収穫始期 収量g／株
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3月以降（腋花房以降）の収量が多く総収量で

は女峰よりも多収で株当たり577gを得た．可

販果の平均果重は21．2gで，女峰の12．4gを大

きく上回った．

　以上のように栃の峰は促成栽培では女峰より

も収穫始期が遅く，花房の出蕾間隔も女峰より

極めて長くなった．しかし腋花房以降の収量は

女峰より高く，結果として総収量では女峰より

多収性を示した．また可販果の平均果重も20g

を越えていることから，収穫期はやや遅いもの

の促成栽培での適応性もかなり高いものと考え

られた．

V　論議

　栃の峰は半促成栽培用品種として育成を行っ

たが，促成栽培用品種の育種が中心の現在では

極めて希少な存在と言える3’10・1U2’14）．しか

し，栃の峰は現在の主要品種と比較して果実が

大きく，甘味が強く食味が極めて良い特長を持

っている．大きな果実は収穫労力を軽減でき，

商品性も高い．しかも甘味が強く食味が極めて

優れることから，現在の消費者二一ズに最も適

しているものと思われる．また栃の峰は促成栽

培での適応性もかなり高く，作型の適応幅が比

較的広いものと考えられる。

　本県では，女峰の果実が小玉化，品質低下す

る時期を補完する品種として今後普及が期待さ

れるが，育成後の年月が浅く十分な検討が行わ

れていない部分も多い．

　以下問題点を論議しながら個々の特性につい

て考察を進める．

　1．休眠および早晩性

　栃の峰の休眠は5℃以下の低温遭遇時問と葉

柄長の推移との関係から，女峰，麗紅よりもや

や深いものと推察され1’IO），宝交早生，ダナー

等に比べるとかなり浅い品種に位置する5）．葉

柄の伸長度から判断して，栃の峰の半促成栽培

での保温開始の適期は低温遭遇時間で300時間

前後と考えられ，本県では平年で12月上旬とな

る．

　栃の峰の平地での花芽分化期は本県において

は10月上旬で女峰と比較すると7日程度遅いが，

麗紅の花芽分化期とほぼ同時期と考えられる．

また開花始期，収穫始期とも麗紅と同時期で，

早晩性は麗紅と同程度と考えられるので1’10），

麗紅で行われていた10月下旬保温の平地促成栽

培の適応性も高いものと考えられる．栃の峰の

場合も当然，夜冷育苗やポット育苗などによる

花成促進効果が期待できるが，出荷期は早まる

ものの果実品質や収量性が劣ることが確認され

ているので，より出荷期を前進化させた早出し

栽培には適さないと考えられる．

　2．果実品質，食味

　果実の大きさは極めて大きく，最大果で60～

70gになる．これはアイベリーに近い大きさで

あり，極めて大果な部類に属するものと考えら

れる．また果実の大きさの揃いも優れ，上位等

級の発生率も非常に高い．これは果数が少なく

果重型品種であることと，Darrow3）が報告し

ているように花房の形がBasal　Bmnchであるこ

第6表　促成栽培での開花，収穫始期及び収量

品　種　　開花始期　収穫始期（月日） 収　　量 9／株 一果重

月日　　頂花房　腋花房　　12月　1月　2月　3月　4月　合計 9

婁の躊1漁 1．7
12．21

3．8
1．28

　　126　　126　　229　　　96　　　577　　　21．2

53　　156　　103　　　87　　　33　　　432　　　12．4
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とによるものと思われる．

　栃の峰は大果である反面，先青果が発生する．

アイベリーでも先青果（先づまり果）の発生は

みられ，雌ずいの発育差が発生誘引であるとさ

れているが，栃の峰の場合もこれと一致する．

雌ずいの発育差には雌ずい数の増加や温度等が

影響するこが報告されており，アイベリーと同

様に窒素量や，苗質，温度等について留意する

必要があろう17・1亀19・20・21）．

　先青果は品種間差があるものの，大果系品種

に出やすい障害と考えられる．大果性は商品性

が高いことと収穫労力が軽減できることなどの

メリットがあり，最近育成された品種のほとんど

が育種目標としている形質である3’9’11’12’13’15！

大果系品種の育成と先青果の問題は今後育種上

の課題となろう．

　食味は糖度，酸度，糖酸比が指標になるとさ

れているが4〉，栃の峰は糖度が高く酸味が比較

的少ない．糖酸比は門馬ら8）が望ましいとして

いる10．0を越え，女峰，とよのかよりも優れて

いる．また栃の峰の糖組成は果糖の含量が極め

て高いので，甘味度も極めて高い．濃厚でジュ

ーシーな栃の峰の食味は，極めて良いと言える

であろう．香気が女峰よりも強く優れることも，

栃の峰の特長である．

　果実の色は濃紅色で女峰よりも濃い．着色も

女峰と同様に優れるので，低温期においても着

色不良の心配はない．しかし高温期にはやや果

色が濃くなる傾向も認められるので，温度管理

等に注意する必要があろう．

　果実の硬さは果皮が女峰と同程度で，果肉は

女峰より極めて硬いが，女峰に比べてやや傷み

やすい傾向にある．イチゴ果実の輸送性は果実

の硬さと関係があるとされ7），吉松16）は果皮

から果肉への貫入抵抗が大きいほど輸送性は優

れると報告しているが，果肉が極めて硬いにも

かかわらず栃の峰は輸送性がやや劣る．これは

果実が大果であることから自重による影響もあ

るものと考えられるが，出荷容器等の改善によ

って輸送性は高められるであろう．

　また最近では果肉の硬さも食味に影響すると

されており14）．栃の峰の果肉の硬さも食感を高

める要因となっているといえよう．

　3．耐病性

　耐病性については未検討の部分が多いが，う

どんこ病に対しては女峰，麗紅に比べてかかり

にくいので，栽培が容易である．しかし，炭そ

病，萎黄病は女峰と同程度に発生が認められて

いるので，特に炭そ病については注意が必要で

ある．その他の病害については確認はしていな

いが，抵抗性はないものと思われる．

　ハダニ類，アブラムシ類は女峰と同様に発生

する．

　4．半促成栽培上の要点

　育苗は地床を基本とするが，アイベリーと同

様に無仮植苗を用いることによって先青果の発

生を少なくできるものと考えられる．地床育苗

での採苗時期の適期は8月下旬で定植時期は10

月中旬が適期である．半促成栽培では不時出蕾

対策として育苗後期に追肥を行うのが一般的で

あるが，栃の峰では先青果が発生するので，育

苗時の施肥量は控えめにする．無仮植育苗では

9月中旬が採苗・定植の適期であり，この場合

大苗を用いると収量性が極端に低下するので注

意する．

　保温開始時期の適期は5℃以下の低温遭遇時

間で300時間前後である．ただし施肥量を控え

ることで不時出蕾が出やすくなるので，この場

合は凍害防止のためにビニルの被覆を開花前に

行い，所定の時期に保温を開始した方が良い．

　保温後は先青果防止の観点から，日中は25～

26℃とし，夜温も6～7℃程度を維持するよう

にする．

　5．促成栽培上の要点

　地床育苗では採苗時期の適期が7月下旬で，

定植時期は9月下旬であるが，施肥量には留意
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する．また無仮植育苗の場合採苗・定植時期は

9月上旬～中旬が適期となる．

　保温開始時期の適期は第1次腋花房が分化し

た時点であり，平年では10月下旬と考えられる．

保温後の温度管理は半促成栽培と同様とする．

　促成栽培では葉柄があまり伸びないが，収量

には影響が少ないので電照やジベレリン処理は

必要ないと思われる．しかし女峰に比べて第1

次腋花房の葉数が多く，繁茂し過ぎると出蕾開

花時にミツバチが訪花できず不受精になる場合

もあるので，注意する必要がある．

　本品種の育成に当たり，普及教育課はじめ行

政各課，関係普及所，現地試験担当者の協力を

いただいた．また当時の分場長であった中野政

行氏，奥山隆治氏には熱心なご指導をいただい

た．

　果実成分の分析には当分場の石原良行主任に

ご協力を得た．育種試験遂行のために，当分場

野菜特作部の職員には多大な尽力をいただいた．

　上記の各位に対しここに深甚なる謝意を表し

ます．
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Masaaki 

New Strawberry Cultivar 'Tochinomine' 

UEKI, Osamu CHo, Hiroshi KAWASATO, Hiroshi AKAGI and Kuni j i TAKANO 

Summary 

The new strawberry cultivar 'Tochinomine' was named 1992 and registered in 1993. It was 

selected from hybrid seedling produced from crossing between 'Kei 511' and 'Nyoho' in 1984 in 

order to obtain the cultivar adaptive to semi-forcing culture in Tochigi Prefecture. 

The genealogy of 'Tochinomine' is as follow: 

Florida 69-266 

Cu I t i var 

Kei 511 

Reiko (crossed in 1980) 
(introduced in 1976) Tochinomine 

(released) 

Nyoho 

(released in 1984) 

The characteristics of Tochinomine are as follows: 

1. Growth habit: Vigorous, Iarge and thick green leaves. 

2. Flower fomation: flower bud of terminal cluster is initiated early in October, is about 7 days 

late to the most popular cultivar Nyoho. 

3. Dormancy: Iittle heavier than Nyoho, so optimum time for covering of plastic film in semi-

forcing culture is early in December (above 300 hr. below 5~C ). 

4. Fruit: Iong cone, relativery large, 18 to 20g, glossy skin with deep scarlet colour, solid flesh 

with aroma, very sweet, excellent taste. 

5. Chemical caracteristics of the fruits: soluble solid content, 9.0 to 10.0 degree in Brix, titrated 

acidity. 0.7 to 0.9%. 

6. Yield: 450-500g per plant from March to May in semi-forcing culture. 

7. Resistance to disease: strong to powderly mildew. 

8. Adaptation culture: semi-forcing culture, and also forcing culture. 

r Bull. Tochigi Agr. Exp. LStn. N0.40 : 99-108 (1993) j 
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イチゴ新品種「栃の峰」について

植木正明・長

修・川里宏＊・赤木博・高野邦治

1　緒言

　栃木県のイチゴ生産は1992年の統計では栽培

面積が560ha，生産量が約2万tであり，名実

ともに全国一の産地を形成している．

　本県のイチゴ栽培は1985年に育成した女峰1）

の普及によって急速に促成栽培への転換がはか

られ，1989年には普及および作付け率はともに

ほぼ100％に達した．また関東東海地区を中心

として普及し全国の約50％を占めるに至り，九

州地区を中心に広く普及したとよのか2）ととも

に2大品種に発展した．

　全国的に普及した女峰も，栽培され始めてか

らすでに10年が経過している．この間，花成促

進処理法や品質向上技術等の確立によって，今

日みるような促成栽培の定着と生産性の向上が

図られてきたところであるが，女峰にも栽培上

問題がない訳ではない．とよのかに比べて酸味

があり，特に栽培後期に酸味が強くなりやすく

1），しかも果実が小玉化するなど，栽培後期に

おける品質低下が課題の1つとなっている．現

在までこれらの間題解決のため栽培面からの検

討が行われてきたが，品種の特性に由来するも

のでもあり十分な解決には至っていない．

　このような中で，品質低下が起こる2月下旬

頃から大果で食味の良い果実を生産できる半促

成栽培への関心も高まりつつあり，半促成栽培

に適した新品種の開発が望まれるようになって

きた．一方，イチゴに対する市場や消費者二一

ズも大きく変化し，最近では甘くて，酸味の少

ない大果系品種が要望され始めている．

　　＊現タキイ

　このような情勢を見越して，1984年から本県

に適した半促成栽培用品種の育成を開始し，こ

の度目標にかなった栃の峰が育成され，女峰が

小玉化等によって品質低下を生じる栽培後半を

補完する品種として，県内での位置づけがなさ

れた．1993年3月に種苗法による登録も完了し

たので，育成経過と特性を報告する．

亙　育成経過

　1．育成経過

　1984年の2月に交配した女峰，麗紅，系511

などの半促成用の7組み合わせから，2，524株

の実生を得た．1985年から1986年の2か年間半

促成栽培で選抜を繰り返した結果，系511×女

峰（312株）から1系統，系511×麗紅（188株）

の組み合わせから2系統を選抜し，さらに1987

年に半促成栽培で選抜をすすめ，系511×女峰

の組み合わせの中から，大果で食味の優れた59

H−4−72の1系統を選抜した．1988年〜1989年の

2か年間特性検定を行い，大果で食味が良く収

量が安定していることが認められた．

　1990年に栃木11号の系統名で現地試験を実施

し，同時に1990年の8月に栃木11号で品種登録

を出願した．1992年に栃の峰と命名され，1993

年3月に品種登録された（登録第3452号）．

　栃の峰の名は，栃木県のイメージを出した品

種名にすること，そして女峰が片親であること

から，それぞれ「栃」と「峰」の一字をいただ

いて命名された．

　2．交配親の特性

　　1）系511

　1980年のFlorida69−266×麗紅の組み合わ
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